
本
年
度
、
役
員
は
次
の
と
お
り
。

幹
事
長
、
幹
事
、
理
事
（
各
研
究
団
体

‖
敬
称
略
‖

代
表
・
北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

研
究
会
・
各
支
部
長
）
が
出
席
。

平
成
三
十
年
度
活
動
報
告
、
令
和
元

年
度
活
動
計
画
、
令
和
元
年
度
新
役
員

体
制
を
承
認
し
た
。

▽
委
員
長

ま
た
、
役
員
会
で
は
道
南
支
部
長
の

小
池
千
秋
（
札
幌
市
立
平
岡
中
学
校

函
館
市
立
あ
さ
ひ
小
学
校
の
長
瀬
雅
一

長
・
新
）

校
長
、
旭
川
支
部
長
の
富
良
野
市
立
樹

▽
幹
事
長

海
小
学
校
の
三
木
勝
仁
校
長
、
道
東
支

成
田
昭
人
（
札
幌
市
立
北
白
石
中
学

部
長
の
釧
路
市
立
大
楽
毛
中
学
校
の
青

校
長
・
新
）

木
悟
校
長
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
の
活

▽
幹
事

動
報
告
と
令
和
元
年
度
の
各
支
部
の
活

・
開
発
部
会
長

動
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員
会
は
五
月
十
八
日
、
Ｔ

田
口
拓
也
（
札
幌
市
琴
似
小
学
校
長

Ｋ
Ｐ
札
幌
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
赤
レ
ン
ガ
前
で
令
和
元
年
度
総
会
・

・
新
）

講
演
会
を
開
催
し
た
。
道
内
の
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
出
席
。
総
会

・
研
究
部
会
長

で
は
、
令
和
元
年
度
の
活
動
計
画
を
報
告
。
ま
た
、
役
員
で
は
、
札

熊
谷
誠
二
（
札
幌
市
立
前
田
北
中
学

幌
市
立
平
岡
中
学
校
の
小
池
千
秋
校
長
が
新
委
員
長
に
就
任
し
た
。

校
長
）

・
広
報
部
会
長

・
北
海
道
技
術
・
家
庭
科
教
育
研
究
会

総
会
で
は
、
役
員
会

「
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
、
自
ら
行
動

山
下

豊
（
札
幌
市
立
石
山
中
学
校

小
川
厚
志
（
札
幌
市
立
北
野
中
学
校

で
決
定
し
た
本
年
度
活

す
る
力
を
育
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」
と

長
）

長
・
新
）

動
計
画
、
役
員
な
ど
を

し
た
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実

・
大
学
代
表

・
北
海
道
道
徳
教
育
研
究
会

報
告
。
活
動
計
画
に
は
、

施
や
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
見
据
え
、
新

杉
山
憲
一
郎
（
北
海
道
大
学
名
誉
教

荒
島

晋
（
札
幌
市
立
新
川
西
中
学

十
一
月
に
札
幌
市
で
研

た
な
研
究
仮
説
を
設
定
し
た
。

授)

校
長
）

究
大
会
を
開
催
す
る
こ

活
動
計
画
に
は
、
十
一
月
二
十
九
日
・
三

▽
理
事

・
北
海
道
特
別
活
動
研
究
会

と
を
盛
り
込
ん
だ
。

十
日
に
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
・
ホ
テ
ル
ラ

・
北
海
道
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
教

小
村

淳
（
札
幌
市
立
簾
舞
中
学
校

新
役
員
と
し
て
、
札

イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
第
八
回
北
海
道

育
連
盟

長
）

幌
市
立
平
岡
中
学
校
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
大
会
札
幌
大

加
藤
秀
樹
（
札
幌
市
立
澄
川
南
小
学

・
北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究

小
池
千
秋
校
長
が
新
委

会
、
令
和
二
年
二
月
十
五
日
に
ホ
テ
ル
ラ
イ

校
長
・
新
）

会

員
長
に
就
任
し
た
。

フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
全
体
研
修
会
、
道

・
北
海
道
生
活
科
研
究
会

小
崎

完
（
北
海
道
大
学
大
学
院
工

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

内
関
連
施
設
視
察
研
修
の
開
催
を
盛
り
込
ん

長
堀
裕
信
（
札
幌
市
立
手
稲
中
央
小

学
研
究
院
教
授
）

小
池
新
委
員
長
は
、
新

だ
。

学
校
教
頭
）

・
道
南
支
部
長

学
習
指
導
要
領
の
全
面

総
会
後
、
講
演
会
を
開
催
し
、
エ
コ
ッ
ト

・
北
海
道
小
学
校
理
科
研
究
会

長
瀬
雅
一
（
函
館
市
立
あ
さ
ひ
小
学

実
施
な
ど
を
見
据
え
、

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
岡
章
氏
が
「
日
本

田
口
拓
也
（
札
幌
市
立
琴
似
小
学
校

校
長
）

本
年
度
か
ら
新
た
な
研

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

長
）

・
旭
川
支
部
長

究
仮
説
の
も
と
、
研
究

教
育
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

・
北
海
道
小
学
校
家
庭
科
教
育
連
盟

三
木
勝
仁
（
富
良
野
立
樹
海
小
学
校

活
動
を
進
め
る
こ
と
を

椛
澤
裕
子
（
札
幌
市
立
あ
い
の
里
東

長
・
新
）

表
明
。
十
一
月
の
研
究

小
学
校
長
・
新
）

・
道
東
支
部
長

大
会
の
公
開
授
業
な
ど

・
北
海
道
社
会
科
教
育
研
究
会

青
木

悟
（
釧
路
市
立
大
楽
毛
中
学

を
通
し
て
そ
の
検
証
を

遠
山
博
雅
（
札
幌
市
立
厚
別
中
学
校

校
長
）

行
う
考
え
を
示
し
た
。

長
・
新
）

次
に
、
役
員
会
で
決

・
北
海
道
社
会
科
教
育
連
盟

定
し
た
本
年
度
の
活
動

相
馬
慎
司
（
札
幌
市
立
清
田
南
小
学

計
画
を
新
幹
事
長
の
札

校
長
・
新
）

幌
市
立
北
白
石
中
学
校

・
北
海
道
中
学
校
理
科
教
育
研
究
会

の
成
田
昭
人
校
長
が
報

山
口
正
信
（
札
幌
市
立
篠
路
西
中
学

告
。

校
長
）

総
会
に
先
立
ち
平
成
三
十
年
度
第
二

本
年
度
研
究
主
題
は

回
役
員
会
を
開
催
。
会
に
は
委
員
長
、
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11月に札幌で北海道エネルギー環境教育研究大会を開催

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員
会
総
会

小
池
千
秋
新
委
員
長
が
就
任

平
成
三
十
年
度

第
二
回
役
員
会
開
催

令
和
元
年
度
新
役
員

第８回
北海道エネルギー環境教育

研究大会 札幌大会

【期日】11月29日(金)11月30日(土)
【会場】

１日目；札幌市立藻岩小学校
２日目；ホテルライフォート札幌

【授業】６公開授業
小学校社会科、中学校社会科
小学校理科、中学校理科
中学校技術・家庭科
小学校特別の教科道徳



▽
地
球
温
暖
化

・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
）
第
五
次
評
価
統
合
報
告
書
（
二

〇
一
四
）
で
は
「
気
候
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
人
為
的
影
響
は
明
ら
か
で
あ
り
…

人

▽
道
南
支
部

間
及
び
自
然
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
広
範
囲

研
究
主
題
は
「
か
け
が
え
の
な
い
自

に
わ
た
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
」
「
温

然
環
境
を
守
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問

総
会
の
後
は
講
演
会
を
実
施
。
エ
コ
ッ
ト
政
策
研
究
セ
ン

室
効
果
ガ
ス
の
継
続
的
な
排
出
は
…

人

題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
、
持
続

タ
ー
代
表
の
工
学
博
士
中
岡
章
氏
が
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

々
や
生
態
系
に
と
っ
て
深
刻
で
広
範
囲
に

可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
、
主
体
的
に
学

①
視
察
（
道
内
視
察
）
研
修
の
開
催

の
未
来
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」
を
演
題
と
し
て
講
演
し

わ
た
る
不
可
逆
的
な
影
響
を
生
じ
る
可
能

び
、
行
動
す
る
子
供
の
育
成
」
。

▼
道
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
関
連
施

た
。

性
…
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

研
究
活
動
と
実
践
活
動
と
し
て
、

設
で
の
研
修

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

①
社
会
科
、
理
科
、
総
合
的
な
学
習
、

②
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
学
会
全

中
岡
氏
の
講
演
内
容
は
以

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

・
学
習
指
導
要
領
に
は
「
現
実
の
社
会
と
教

特
別
活
動
、
家
庭
科
、
道
徳
で
の
授
業

国
大
会
（
高
知
県
）
研
究
発
表

下
の
と
お
り
。

・
暮
ら
し
の
豊
か
さ
と
と
も

育
と
の
結
び
つ
き
が
重
要
で
あ
る
」
と
し

研
究
と
実
践
交
流
。
②
ガ
ス
副
読
本
の

▼
令
和
元
年
八
月
五
日
～
七
日

▽
人
々
が
生
き
る
た
め
に

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
増

て
い
る
。

活
用
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
関

③
第
八
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

・
人
々
が
生
き
る
た
め
に
最

加
し
、
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ

・
「
生
き
て
働
く
知
識
や
技
能
の
習
得
」
「
思

わ
る
現
職
研
修
（
学
習
会
・
実
践
交
流
、

育
研
究
大
会
札
幌
大
会

低
限
必
要
な
も
の
は
何
か

ー
資
源
の
限
界
も
考
え
る

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
」
「
学

全
道
大
会
参
加
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

▼
令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日
・
三

そ
し
て
、
自
国
で
生
産
で

必
要
が
あ
る
。

び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
の
涵
養
」
が
大

育
に
関
す
る
実
地
研
修
及
び
地
域
教
材

十
日

き
な
い
も
の
は
ど
う
す
る

・
地
球
上
に
は
再
生
可
能
エ

切
で
あ
る
。

の
作
成
、
来
年
度
の
道
南
支
部
研
究
大

▼
会
場
…
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
・

の
か
。

ネ
ル
ギ
ー
、
化
石
燃
料
、

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
は
学
習
指
導
要
領

会
に
向
け
て
）
。

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌

・
二
十
人
が
八
十
％
の
エ
ネ

原
子
力
以
外
に
エ
ネ
ル
ギ

に
沿
っ
た
良
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
人
類
が

▽
旭
川
支
部

④
全
体
研
修
会

ル
ギ
ー
を
使
い
、
八
十
人

ー
資
源
は
な
い
。

未
来
に
向
か
っ
て
「
生
き
る
力
」
を
習
得

主
な
活
動
と
し
て
、
①
理
科
主
要
団

▼
広
報
部
会
担
当

が
二
十
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
自
給

す
る
た
め
に
は
避
け
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
で

体
役
員
会
議
の
開
催
、
②
研
修
会
の
開

▼
令
和
二
年
二
月
十
五
日

を
使
う
。

率

あ
る
。

催
、
③
北
海
道
小
学
校
理
科
研
究
会
旭

▼
会
場
…
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札

・
二
十
五
人
が
食
べ
物
が
な

・
歴
史
的
に
見
て
世
界
の
紛

▽
各
教
科
の
総
合
力

川
支
部
と
の
連
携
、
④
北
海
道
中
学
校

幌

く
、
十
七
人
は
水
も
な
い
。

争
の
目
的
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
は
ど
の
分
野
の
先

理
科
教
育
研
究
会
旭
川
地
区
と
の
連
携

⑤
三
支
部
に
お
け
る
研
究
推
進
の
取
組

▽
地
球
上
の
人
口
は

獲
得
、
食
料
の
獲
得
、
労

生
が
担
当
す
る
へ
き
か
。
単
一
教
科
で
は

⑤
各
種
研
修
会
・
勉
強
会
へ
の
参
加
、

⑥
組
織
の
拡
大

・
世
界
の
人
口
は
増
加
し
続

働
力
の
獲
得
な
ど
。

説
明
し
き
れ
な
い
人
間
の
活
動
そ
の
も
の

⑥
他
の
教
育
研
究
団
体
と
の
連
携
と
組

▼
全
道
各
地
に
活
動
の
輪
を
広
げ
、

け
、
持
続
可
能
な
発
展
が

・
化
石
燃
料
は
運
ぶ
量
が
多

の
課
題
で
あ
る
。

織
の
拡
大
。

研
究
交
流
と
連
携
強
化
を
図
る
。

可
能
な
の
か
。

く
て
備
蓄
す
る
の
も
大
変

・
「
人
類
の
歴
史
」
「
経
済
発
展
と
豊
か
さ
」

▽
道
東
支
部

▼
還
元
で
き
る
研
究
団
体
と
し
て
新

・
今
年
中
に
は
七
十
五
億
人

で
あ
る
。

「
安
全
」
「
健
康
」
「
生
活
の
便
利
さ
」

主
な
活
動
と
し
て
、
①
北
海
道
エ
ネ

会
員
の
発
掘
に
努
め
、
会
員
相
互

を
超
え
る
（
毎
分
一
三
七

・
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

な
ど
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
の
視
点
か
ら

ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員
会
及
び
各

の
連
携
強
化
を
図
る
。

人
増
加
）
。

率
は
十
％
未
満
で
あ
る
。

見
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

支
部
と
の
連
携
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

な
お
、
勉
強
会
（
研
究
部
主
催
）
は

▽
人
類
の
進
む
べ
き
道
は

教
育
に
関
わ
る
実
践
（
所
属
研
究
団
体

札
幌
大
会
開
催
の
年
に
は
行
わ
な
い
。

・
人
々
が
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
エ
ネ

の
全
国
・
全
道
大
会
へ
の
協
力
、
北
海

ル
ギ
ー
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
化

道
電
力
株
式
会
社
と
の
連
携
・
視
察
研

石
燃
料
依
存
は
地
球
温
暖
化
に
拍
車
を
か

修
、
各
研
究
会
等
へ
の
参
加
、
授
業
実

け
る
。
今
後
人
類
と
し
て
ど
の
よ
う
な
選

践
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
学
会

択
肢
が
あ
る
か
。

高
知
大
会
へ
の
参
加
）

▽
脱
化
石
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
に
見
合
っ
て
便
利
な

資
源
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
は
特
徴
が

あ
る
。

▽
省
エ
ネ
の
効
果

・
省
エ
ネ
を
す
る
と
、
温
暖
化
問
題
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
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各
支
部
の
活
動
も
充
実
を
図
る

令
和
元
年
度
各
支
部
の
活
動
計
画
・
具
体
的
な
取
組

講
師

エ
コ
ッ
ト
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表

工
学
博
士

中
岡

章
氏

講演会演題「日本のエネルギーの未来とエネルギー環境教育」

令
和
元
年
度
具
体
的
な
取
組


